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市
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( )内

は
前
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世
帯
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其の二十五

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
欄
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
３
度

目
の
お
正
月
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
今
月
か
ら
「
宗
し
ゅ
う
も
ん
あ
ら
た
め
ち
ょ
う

門
改
帳
」
に
基
づ
い
て
、

「
江
戸
時
代
の
人
口
」
に
つ
い
て
考
え
た
い

と
思
い
ま
す
。
宗
門
改
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の

禁
制
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
住
民
を
ど
こ

か
の
寺
の
檀
家
に
な
る
こ
と
を
義
務
づ
け
ま

し
た
。
宗
門
改
帳
は
、
檀だ
ん
な
で
ら

那
寺
の
名
前
、
各

家
の
家
族
構
成
、
年
齢
等
を
記
入
し
た
も
の

で
す
。
キ
リ
ス
ト
教
の
禁
制
の
目
的
等
に
つ

い
て
は
、
諸
説
が
あ
り
ま
す
の
で
割
愛
し
ま

す
。
ご
興
味
の
あ
る
人
は
、
市
立
図
書
館
に

あ
る
『
国
史
大
辞
典
』
等
を
ご
参
照
く
だ
さ

い
。

　
キ
リ
ス
ト
教
の
国
々
に
は
、「
教き
ょ
う
く区
簿ぼ
さ
つ冊
」

と
い
う
も
の
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ

こ
に
は
、
生
ま
れ
た
日
、
洗
礼
を
受
け
た
日
、

結
婚
し
た
日
、
亡
く
な
っ
た
日
の
記
録
が
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
で
は
全
体
の
人
口

が
わ
か
り
ま
せ
ん
。
近
世
の
人
口
の
状
態
が

わ
か
る
の
は
、
日
本
だ
け
な
の
で
す
。

　

宗
門
改
帳
は
、
寛か
ん
え
い永

15
年
（
１
６
３
８
）

か
ら
明
治
４
年
（
１
８
７
１
）
ま
で
作
成
さ

れ
ま
し
た
。
享き
ょ
う
ほ
う保６
年
（
１
７
２
１
）
に
、

8
代
将
軍
の
吉
宗
は
全
国
の
人
口
の
調
査
を

始
め
ま
し
た
。
大
名
や
代
官
に
支
配
下
の
人

口
を
男
女
別
、
国
別
に
集
計
し
て
報
告
さ
せ

た
の
で
す
。
そ
の
後
、
子ね

年
と
午う
ま
年
の
6
年

ご
と
に
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
記
録
に
よ
る

と
、
全
国
の
人
口
は
約
２
千
６
百
万
人
で
、

幕
末
ま
で
大
き
な
変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
に
は
武
士
等
が
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
の

で
、
江
戸
時
代
の
中
期
以
降
の
人
口
は
約

３
千
万
人
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
の

初
期
の
人
口
に
つ
い
て
は
、
約
１
千
８
百
万

人
、
ま
た
１
千
２
百
万
人
±
２
百
万
人
等
の

推
定
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
後
の
100
年
余
り
の

期
間
で
、
人
口
の
増
加
が
大
き
過
ぎ
る
よ
う

な
気
が
し
ま
す
が
、
史
料
が
な
い
の
で
検
証

が
で
き
な
い
の
で
す
。

　
御
所
町
に
は
、
123
冊
の
宗
門
改
帳
が
残
っ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
完
全
な
も
の
は
12

年
分
で
す
。
記
入
方
法
は
、
そ
の
時
々
の
支

配
者
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
ま
す
が
、
最
も

多
い
の
は
、
１
年
分
が
５
冊
に
分
か
れ
て
い

る
も
の
で
す
。
浄
土
宗
家
持
、浄
土
宗
借
家
、

浄
土
真
宗
家
持
、浄
土
真
宗
借
家
、三
宗
（
真

言
宗
、
日
蓮
宗
、
禅
宗
）
の
５
冊
で
す
。
そ
れ
ら
の

特
徴
を
表
１
に
ま
と
め
ま
し
た
。
こ
の
表
に
は
平
成

25
年
12
月
号
で
説
明
し
た
御
所
町
の
支
配
者
を
加
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
表
紙
を
写
真
１
に

示
し
ま
す
。

　

宝ほ
う
れ
き暦
２
年
（
１
７
５
２
）
の
も
の
は
、
御
所
で
働

い
て
い
る
奉
公
人
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
住
所

を
移
さ
ず
に
他
所
で
働
い
て
い
る
御
所
の
人
た
ち

は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
「
現
住
地
主
義
」

と
い
わ
れ
ま
す
。
一
方
、
文
化
期
以
降
は
こ
の
逆

で
、「
本
籍
地
主
義
」
で
す
。
ま
た
、
幕
末
の
も
の
に

は
、
持も
ち
だ
か高
等
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
幕
府
領
の
場
合

は
、
毎
年
作
成
さ
れ
た
よ
う
で
す

が
、
大
名
領
の
な
か
に
は
、
報
告

義
務
の
あ
る
年
だ
け
作
成
し
た
と

こ
ろ
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　

宗
門
改
帳
が
残
っ
て
い
る
期
間

の
御
所
町
の
人
口
は
、
２
千
４
百

人
か
ら
３
千
人
で
、
変
動
の
最
も

大
き
な
要
因
は
、
転
入
ま
た
は
転

出
で
す
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
江

戸
時
代
中
期
以
降
の
全
国
の
人
口

に
は
、
大
き
な
変
化
が
あ
り
ま
せ

ん
。
都
市
部
で
は
人
口
が
減
少
し
、

農
村
部
で
増
加
し
た
人
口
が
都
市

部
に
流
入
す
る
と
い
う
こ
と
で
変

化
が
な
か
っ
た
の
で
す
。

　

一
般
的
に
、
江
戸
時
代
は
早
婚

で
、
子
だ
く
さ
ん
と
思
わ
れ
て
い

る
よ
う
で
す
が
、
実
際
は
そ
う
で

は
な
か
っ
た
の
で
す
。
御
所
町
の

場
合
、
現
代
と
同
じ
で
結
婚
し
な

い
人
が
多
く
、
一
家
の
子
ど
も
の

数
の
平
均
は
２
人
以
下
で
し
た
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
実
際
の
デ
ー

タ
に
基
づ
い
て
説
明
す
る
こ
と
に

し
ま
す
。　
（
文
責
　
中
井
陽
一
）

江
戸
時
代
の

人
口
〈
1
〉

写真1

表1　御所町に残っている宗門改帳の形式
年 冊数 内容 記入順 支配 その他

宝暦2年（1752） 2 家持・借家 家並み順 芝村藩預り 現住地主義

文化6年
～天保7年

（1809～1836）
5
浄土宗家持・借家、
浄土真宗家持・借家、
三宗（真言宗、日蓮宗、禅宗）

寺院別 高取藩預り 本籍地主義

慶応2年（1866） 3
浄土宗、浄土真宗、
三宗（真言宗、日蓮宗、禅宗）
〔家持・借家区別なし〕

寺院別
京都代官所
（前年
大津代官所）

持高、屋敷、建物
記入。

慶応3・4年
（1867・1868） 5

浄土宗家持・借家、
浄土真宗家持・借家、
三宗（真言宗、日蓮宗、禅宗）

寺院別 京都代官所
持高、屋敷、建物
記入。

明治3年（1870） 5
浄土宗家持・借家、
浄土真宗家持・借家、
三宗（真言宗、日蓮宗、禅宗）

寺院別 奈良県 持高のみ記入。

▶お正月でも休みなしが当たり前の時代に…。家族でゆっくり炬
こたつ
燵を囲んでいた頃が懐かしく思い出されます。


